
１１月の苦情処理機関の利用はありませんでした。 

 
１２月生まれのおともだち 

＜２歳になりました＞ 

  １０日  ながの ゆうがくん 

＜３歳になりました＞ 

  １９日  しのざわ かんなさん 

  ３０日  みちまた ゆずきさん 

＜４歳になりました＞ 

   ６日  おりかさ れんくん 

  ２１日  いがらし じんくん 

＜５歳になりました＞ 

   ２日  はが あんじゅさん 

   ５日  かりの ひなとくん 

＜６歳になりました＞ 

  １４日  なかじま れおくん 

 

    

  

 かていつうしん  
ＮＯ.420 H26,12,8  山田町第一保育所  

気持ちによりそって        

  朝と言わず日中でも担任のそばを離れられずにしくしく泣いていたＡちゃん。どうしたの？と聞いても 

んんんー？と自分でもどうしてなのかをうまく言えずただ泣いてしまっていました。周りの保育者たちも 

「どうしたんだろう。」「長く続いているよねえ。」などと遠くから見守るばかり。 

 きっと何かあるに違いないからとにかく手をつないで、不安にならないようにしてあげてちょうだいね。

としか言えないわたしでした。 

 ２、３歳児はまだまだ単語を並べて話すことしかできませんし、現在、過去、未来もばらばら。自分の気

持ちを人に伝えるなんてまだまだできないんですよね。どうして泣くの？悲しいの？どうしたの？と会う度

に声掛けだけはしながらも解決できずにいましたが、ある時、あれ？泣いてない、どうしたの？という日が

あり、おゆうぎ会に向けての踊りや劇にも出ていました。 

担任に尋ねても「まだ時々は泣きますけど、でも良くなってきました。」「原因はわかりませんけど。」とに

こにこ。何か手をうったに違いないと思い、根ほり葉ほり聞いたところによると、ちょっとだけ言った言葉

に「うん、そうそう。」とか「そうだよね。」と肯定することに努めたらしいことが伝わってきました。 

人は他人に受容されていると安心し動くことができるんだということを実感した一コマでした。お仕事が忙

しかったり考えなければならないことが多くなったりすると子どもへの返事も「あとでね。」とか「またね。」

ですまされがちですが、どうか心して子どもの言葉に耳を傾け返事をしてあげましょうね。 

所 長   舟田 昌子                           

１２月の行事 

 ８日（月）成道会 

 ９日（火）ぺこちゃん（プレゼント） 

１０日（水）総練習 

１３日（土）おゆうぎ会 

１７日（水）リズム集会 

１８日（木）避難訓練 

１９日（金）クリスマス・誕生会 

      職員会議 

２６日（金）もちつき交流会 

 


